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下
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田
学
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の
玄
関
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校

舎

建

築

伺

下
伊
那
郡
第
二
番
学
区

下
市
田
支
校

一
、
校
舎
百
六
拾
八
坪
、
三
階

建
但
学
令
弐
百
八
拾
人
、

士宅
‥八
二
科一］工（
ム
ロ

一
、
寄
宿
舎
拾
五
坪
、
平
屋
建

一
、
敷
地
　
六
百
六
拾
五
坪
、

下
市
田
村
十
四
拾
二
番

一
号
字

石
名
号
、
下
市
田
村
共
有
地

但
学
令

一
人

二
付
弐
坪
三
合

七
勺
五
才

一
、
学
校
付
属
各
地
ヨ
リ
距
離

新
井
原

ヨ
リ
弐
拾
丁

金
部
ヨ
リ
拾
八
丁

一
、
費
額
、
金
千
円

内金
三
百
弐
拾
円
、
地
価
割

但
　
地
価
　
拾
万
五
千

弐
百
弐
拾
三
円
拾
弐
銭

百
円

二
付
金
三
拾
弐
銭
四
厘
弐

毛
強金

八
拾
円
　
戸
数
割

但
　
戸
数
三
百
拾
戸
　
壱
戸

二
付
　
金
弐
拾
五
銭
八
厘
拾
毛

右

ハ
明
治
十
九
年
二
月
八
日
在

来
ノ
校
舎
焼
失

二
付
今
般
学
区

内
各
村
協
議

二
於
テ
前
書
ノ
通

り
建
築
ノ
議
決
定
致
候
間
着
手

仕
度
別
紙
絵
図
面
相
添

へ
此
段

奉
伺
候
也

明
治
二
十
年
十
月
十
七
日

下
伊
那
郡
第
二
番
学
区
内

下
市
田
村
総
代

手
塚
文
右
工
門
　
①

中
村
　
藤
太
郎
　
①

林
　
　
藤
四
郎
　
◎

北
村
　
常
太
郎
　
◎

長
野
県
知
事
　
木
梨
精

一
郎
殿

甲
形
第
八
七
二
号

書
面
認
可
候
事

契
　
明
治
二
十
年
十
二
月
二
十

五
日

長
野
県
知
事

木
梨
精

一
郎
ロ

（絵
図
面
略
）

資
料
　
酒
井
　
伝
提
供
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昭和59年 12月 1日 下 市 田 区 報 第 3号 (2)

区  分 予算額 既収入額 残 額

1.区  費 8,500,0008 4,938,2008 3,56r,80Otr

3.町支出金 2,700,000 2,344,645 355,355

4.財産収入 3,600,000 1,798,750 1,801,250

5.寄 付 金 1,200,000 322,000 878,000

“

繰 越 金 1,000,000 2,155,023 △ 1,155,023

7.諸 収 入 800,000 eso,3r7 jn rso,srz

合 計 17,800,000 15,350,905 2,449,095

区
報
の
発
刊
に
当
り

る
限
り
町
と
折
衝
し
て
、
実
現

に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
区
の

決
議
機
関
を
代
議
員
制
に
し
早

ニ
カ
年
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
出
席
率
も
非
常
に

良
く
、
熱
心
に
事
に
当
ら
れ
、

区
の
運
営
も
滞
る
こ
と
な
く
行

わ
れ
て
お
り
、
又
諸
委
員
会
の

皆
さ
ん
も
職
務
に
精
励
さ
れ
、

住
み
よ
い
地
域
造
り
に
努
力
致

し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
委
員

の
交
替
の
年
に
当
り
ま
す
。
二

年
間
の
ご
苦
労
に
感
謝
申
し
上

げ
、
又
今
後
も
陰
に
陽
に
下
市

田
区
の
為
に
ご
協
力
賜
わ
ら
ん

事
を
お
願
い
致
す
次
第
で
あ
り

ま
す
。

昭和59年度下市田区一般会計上期会計報告書

[7召和59年 9月 30日
(収 入 )

(支  出 )

昭和 59年度下市田公民館上半期会計報告書

昭和59年 9月 30日
(収 入 )

(支  出 )

昭和59年度萩山神社上期会計報告

(歳 入)              △印減

(歳  出 )

区
長

昭
和
五
十
九
年
も
残
り
少
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
区
報
第
三

号
を
発
刊
す
る
に
当
り
、
今
日

迄
の
区
の
業
績
と
動
き
に
付
い

て
申
し
述
べ
て
見
ま
す
。
先
頃

前
半
期
の
会
計
監
査
を
受
け
皆

様
に
ご
報
告
致
し
ま
し
た
が
、

収
支
共
に
順
調
に
伸
展
、
事
業

の
方
も
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま

す
。特
に
道
路
改
良
に
付
い
て
は
、

皆
様
の
ご
理
解
で
、
用
地
補
償

費
を
改
定
し
た
為
、
懸
案
の
各

林

　

　

　

直

　

輔

路
線
が
大
巾
に
改
良
さ
れ
ま
し

た
事
は
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

そ
の
他
出
砂
原
の
借
地
の
開
放

も
話
が
進
み
、
議
会
の
議
決
が

有
り
次
第
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に

な

っ
て
お
り
、
土
地
の
裁
判
も

今
年
六
日
程
開
か
れ
大
詰
の
感

が
致
し
ま
す
。
色
々
と
区
内
皆

様
方
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

来
年
度
も
道
路
改
良
は
最
重

点
に
進
め
て
参
る
所
存
で
す
が
、

そ
の
他
地
域
内
の
要
望
も
出
来区  分 予算額 既支出額 残  額

1総 務 費 o,sog,ooF g,ggz,gr rn z,szo, oggE

2.厚 生 費 823,000 334,035 488,965

3.区有地費 1,030,000 868,370 161,630

4土 木 費 4,559,000 4,401,168 157,832

5.水 利 費 1,565,000 1,234,700 330,300

6.消 防 費 474,000 587,700 △  113,700

7.公民館費 1,780,000 650,000 1,130,000

8.予 備 費 1,000,000 1,000,000

合  計 17,800,000 12,068,284 5,731,716

科   目 予算額 既収入額 備 考

上繰 越 金 0円 sogH

2.繰 入 金 1,780,000 650,000

3.雑 収 入 30,492

合  計 1,780,000 681,000

科   目 予算額 決算額 増 減
1.神 銀 幣 吊料 3,500 3,500 0

7,555 1,5552財 産 収 入 6,000

3.社  入  金 1 1,635,000 1,167,785 ∠:ゝ467,215
4寄  付  金 | 0 0 0

26,010 0昴繰  越  金 1  26,010
6.雑  収  入 0 | 54,279 54,279

経常部合計 1,670,51011,259,1291411,381

科   目 備 考

1.総  務 費
E

750,000''
E

7 6,7 60"

400,000

3.体 育 部 費

4.視聴覚部費

合   計 1,780,000 414,508

科   目 1 予算額 | 決算額
|

増 減
1.祭  典  費 1 212,7001  96,785 △115,915
2.神符守札調製費1 114,000 ∠ゝ 114,000

3.給 与
‐ 型墜000

4.社  務  費  199,750
141,710 △100,290

80,904 △118,846

5.管  理  費 1 147,590 113,320 △ 34,270

6.負担金寄付金 1 188,850 141,418 △ 47,432

7.積  立  金
8.予  備  費 115,620 27,570 △ 88,050

9.保存会育成費 450,000 450,000

経常部合計 1,670,510 1,051,707 △618,803

2.繰 入 金 1   012,841,9701△ 2,841,970

予算額  1 既収入額

2.教 養 部 費
|

62,690

445,0oo I zsr,oao 
I

es,ooo I zs,na 
I

5.図 書 部 費 1 90,0001



(3)昭和 59年 12月 1日 下 市 田 区 報 第 3号

下
市

田

第

一
書
道
ク
ラ
ブ

私
達
ク
ラ
ブ
は
昭
和
四
十
八

年
二
月
発
足
し
ま
し
た
。
先
生

は
下
市
田
三
区
の
酒
井
伝
先
生

で
、
他
に
追
手
町
小
学
校
に
在

職
中
の
滝
沢
豊
治
先
生
が
、
毎

月

一
回
ご
指
導
に
来
て
下
さ
っ

て
い
ま
し
た
。
先
生
は
県
展
の

審
委
員
を
し
て
お
ら
れ
る
方
で

す
。
酒
井
先
生
は
町
の
教
育
長

に
就
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
後
任
と
し
て
下
市

田
五
区
の
北
林
只
人
先
生
の
ご

指
導
を
願
う
こ
と
に
な

っ
て
、

今
日
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。

他
に
も
書
道
ク
ラ
ブ
が
何
組

か
出
来
た
の
で
第

一
書
道
ク
ラ

ブ
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

年
間
勉
強
す
る
中
で
旅
行
も
し

ま
す
。
新
年
会
、
花
見
会
、
秋

に
は
作
品
を
展
示
し
て
下
市
田

公
民
館
長
さ
ん
、
主
事
さ
ん
を

招
待
し
て
鑑
賞
会
を
開
き
ま
す
。

そ
し
て
下
市
田
区
の
展
示
発
表

会
に
、
町
の
文
化
祭
に
出
品
し

ま
す
。
北
林
先
生
か
ら
話
が
あ

り
ま
し
て
、
上
諏
訪
の
麦
草
先

生
に
師
事
し
て
ご
指
導
を
受
け

て
お
り
ま
す
。
先
生
は
特
に
「か

な
文
字
」
の
大
家
で
、
広
く
名

声
を
挙
げ
、
子
弟
も
多
く
、
昭

和
五
十
七
年
に
は
地
方
の
書
道

家
と
し
て
は
唯

一
人
、
日
本
書

道
美
術
院
か
ら
梅
華
賞
と
い
う

最
高
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

私
達
は
麦
草
先
生
か
ら
南
信
日

日
新
聞
を
通
じ
、
年
間
二
、
四

○
○
円
の
会
費
を
納
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、

「
か
な
文
字
、
条

幅
か
な
、
漢
字
」
の
手
本
を
教

示
し
て
い
た
だ
き
勉
強
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
会
を
南
日
書
道

協
会
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
会
の
会
員
に
な
り
ま
す
と
、

競
書
と
い
っ
て
、
そ
の
月
の
課

題
を
作
品
に
し
て
送
り
ま
す
と
、

審
査
に
よ
っ
て
級
や
段
を
と
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

麦
草
先
生
に
は
直
接
公
民
館

へ
来
て
頂
い
て
、
手
を
と

っ
て

三
回
程
ご
指
導
を
受
け
て
お
り

ま
す
。
私
達
は
昨
年
は
、
「千
曲

川
旅
情
の
う
た
」
本
年
は
、

「
信

濃
の
国
」
ど
ち
ら
も
全
文
を
大

判
に
書
い
た
の
で
、
こ
れ
を
機

に
毎
年

一
幅
ず

つ
記
念
と
し
て

家
に
残
し
て
お
き
た
い
と
話
し

て
い
ま
す
。
（
伊
奈
川
喜
代
治
）

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
事

も
あ
り
ま
す
。

今
こ
う
し
て
好
き
な
事
が
出

来
ま
す
事
を
、
本
当
に
あ
り
が

た
い
こ
と
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

（
大
沢
百
合
子

）

催
者
小
島
公
民
館
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
前
回
（第

一
回
大
会
）

入
賞
者
よ
リ
ト
ロ
フ
ィ
の
返
還

が
あ
り
、
審
査
委
員
の
紹
介
が

あ

っ
て
、
大
会
司
会
者
橋
都
視

聴
覚
部
長
に
よ
り
、
午
後
七
時

二
十
五
分
大
会
に
入
り
ま
し
た
。

一
番
の
「
中
の
島
ブ
ル
ー
ス
」

三
区
杉
田
洋

一
さ
ん
に
始
ま
り

段
々
と
歌
が
進
む
に
つ
れ
、
聴

衆
、
応
援
者
も
熱
が
入
り
、
会

場
全
体
が

一
段
と

盛
り
上
る
中
で
、

応
援
団
の
飛
び
入

り
も
あ
り
、
最
後

に
「
長
良
川
艶
歌
」

六
区
北
林
洋
子
さ

ん
の
歌
で
大
会
は

終
了
し
ま
し
た
。

審
査
会
の
間
に

は
、　
一
般
聴
衆
、
応
援
者
か
ら

の
カ
ラ
オ
ケ
飛
び
入
り
出
場
も

あ

っ
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
審
査
結
果
発
表
、

表
彰
式
等
で
す
べ
て
が
終
了
し

た
の
は
午
後
九
時
過
ぎ
で
し
た
。

第
二
回
大
会
結
果
は
、

「
カ

ラ
オ
ケ
大
賞
」
西
川
順
二
（五
区
）

「
歌
唱
賞
」
甕
美
奈
人

（
一
区
）

「
熱
演
賞
」
中
谷

ま
ち
子

（
一

区
）
、
「
努
力
賞
」
北
原
松
江

（六

区
）
の
皆
さ
ん
で
し
た
。
こ
の

他
に

「
ラ
ッ
キ
ー
ナ
ン
バ
ー
賞
」

四
名
、

「
応
援
賞
」
三
区
受
賞

で
し
た
。
今
か
ら
第
二
回
大
会

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

下
市
田
公
民
館
の
カ
ラ
オ
ケ

大
会
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
第

一
回

大
会
の
入
賞
者
は

「
カ
ラ
オ
ケ

大
賞
」
野
牧
克
己
（
一
区
）
、
「
歌

唱
賞
」
佐
藤
忠
（六
区
）、
「
熱
演

賞
」
林
兵

一
（
五
区
）、
「
努
力
賞
」

西
村
東

一
郎
（二
区
）
の
皆
さ
ん

で
し
た
。

第
二
回
出
場
者
は
次
の
プ

ロ

グ
ラ
ム
の
皆
さ
ん
で
し
た
。

（
教
養
部
長
　
福
島
正
夫
）

il・

ｈ
Ｈ
Ｐ

二
区
生
花
グ
ル
ー
プ

「あ
け
ぼ
の
会
」

私
達
あ
け
ぼ
の
会
で
は
、
下

市
田
二
区
に
お
住
居
の
土
屋
あ

や
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

月
に
二
回
で
、
人
数
は
十
人

で
す
。
始
め
て
か
ら
何
年
に
も

下
市
田
公
民
館
主
催
、
第
二

回
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
、
九
月
二

十
八
日
（金
）
午
後
七
時
か
ら
、

下
市
田
公
民
館
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
萩
山
神

社
の
秋
の
夕
祭
に
あ
た
り
、
公

民
館
講
堂
が
久
方
振
り
に
人
が

あ
ふ
れ
る
程
の
超
満
員

（
約
二

百
人
余
）
の
盛
況
で
し
た
。
出

場
者
は
前
以

っ
て
、
各
部
落
長

さ
ん
を
通
じ
、
二
区
～
五
区
は

な
り
ま
す
け
れ
ど
、
忙
し
い
時

は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら

今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

月
々
少
し
ず

つ
積
立
を
し
、

二
年
に

一
度
旅
行
を
し
た
り
、

ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
か
け
た
り
、

各
三
名
、　
一
区
、
六
区
は
各
四

名
の
推
せ
ん
選
出
を
お
願
い
し
、

当
日
の
出
場
者
は
十
八
名
で
し

た
。審
査
委
員
に
は
林
区
長
、
小

島
公
民
館
長
の
委
嘱
に
よ
り
、

委
員
長
に
佐
々
木
伴
担
、
委
員

に
新
井
衛
、
村
沢
利
美
、
小
林

恵
、
北
林
倫
子
の
各
氏
に
あ
た

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
会
委
員
長
の
林
区
長
、
主

ハ
〃
」―
＝
＝

々
に
■
■
■

盛

況

に

行

わ

れ

る

寺沢志津子

10清水 英昭
11森下 久子
12神保 芳子
13中谷まち子
14北原 松江
15片桐 竹雄
16西川 順二
17ゴ跡寸 征夫
18北林 洋子

中ノ島ブルース

時間よ止まれ

夫婦舟

水色のワルツ

娘よ

北国の春

兄弟船

私の名前が変ります

夫婦橋

旅の終りに

鳳仙花

人妻

わかれ酒

ささんかの宿

そんな女のひとりごと

サチコ

湖愁

長良川艶歌

一
司

子

人

務

勉

達

司

洋

隆

満

奈

　

　

己

広

美

田

川

部

　

沢

村

崎

島

杉

小

服

甕

宮

木

山

大

二

五

四

一
二

六

三

五

一
四

六

二

一
六

二

五

四

六 熱 口昌 .′

第
二
回
カ
ラ
オ
ケ
大
会
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松
岡
城
址
に

つ
い
て

　

矢
亀
　
勝
俊

方
で
小
河
や
何
々
沢
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
河
川
は
段
丘
を
浸
蝕

し
て
お
り
、
細
か
く
彫
刻
し
て

る
。
松
岡
本
城
は
間
ケ
沢
と
銚

子
洞
の
沢
で
段
丘
が
浸
蝕
さ
れ

た
舌
状
の
台
地
上
に
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
所
は
城
を
作
る
に
都

合
が
よ
い
。
築
城
は
防
禦
設
備

で
あ
る
か
ら
、
松
岡
本
城
の
図

に
示
し
た
よ
う
に
多
い
の
は
五

つ
か
ら
六

つ
の
堀
を
作
り
、
防

禦
の
必
要
か
ら
城
の
根
元
に
当

る
所
に
堀
切
、
帯
郭
を
も
う
け

る
な
ど
万

一
に
備
え
て
い
る
。

こ
れ
も
本
城
だ
け
で
な
く
、

支
城
、
境
界
防
禦
の
城
、
連
絡

用
の
城
、
退
守
城
、
攻
撃
用
の

城
そ
の
他
、
狼
煙
台
等
々
に
も

あ

っ
た
と
い
う
。
松
岡
城
関
係

に
は
ど
れ
だ
け
意
図
的
に
設
け

ら
れ
て
い
た
か
記
録
が
な
い
の

で
わ
か
ら
な
い
。
松
岡
城
の
本

城
と
い
う
の
に
対
し
て
支
城
或

は
属
城
と
い
わ
れ
る
城
、
物
ぼ

各
々
松
岡
郷
を
守
る
機
能
を
も

っ
て
各
々
防
備
し
て
い
た
と
思

う
。南
は
座
光
寺
上
野
本
城
、
南

本
城
な
ど
防
備
用
で
、
別
府
、

黒
田
な
ど
南
方
に
備
え
た
。
南

大
島
川
の
段
丘
上
に
城
と
い
う

地
名
の
山
も
あ
る
。
南
城
、
本

城
、
大
丸
山
、
古
御
家
、
吉
田

城
山
、
吉
田
古
城
本
城
、
南
城
、

天
伯
な
ど
あ
り
、
原
城
は
北
の

守
り
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
は
み

な
舌
状
の
段
丘
上
に
作
ら
れ
た
。

天
正
十
六
年
に
松
岡
貞
利
は

徳
川
方
に
よ
り
改
易
せ
ら
れ
所

菊
花
薫
る
秋
た
け
な
わ
の
十

一
月
四
日
、
下
市
田
区
、
公
民

館
主
催
に
よ
る
敬
老
会
は
、
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
多
勢
の
出
席

を
い
た
だ
き
、
盛
大
な
展
示
、

発
表
会
が
で
き
ま
し
た
。

一
昨
年
ま
で
は
、
敬
老
会
と

展
示
、
発
表
会
は
別
々
に
開
催

し
て
来
た
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、

昨
年
か
ら
、
区
、
公
民
館
、
婦

人
会
合
同
の
敬
老
会
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
実
施
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
大
変
な
盛
況
で
好
評

で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
本
年
も

同
様
の
計
画
を
た
て
た
と
こ
ろ
、

婦
人
会
は
会
員
の
減
少
に
よ
り

共
催
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
本
年
は
区
と
公

民
館
が
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま

領
は
没
収
さ
れ
た
。
松
岡

の
支

城
、
属
城
も
大
し
た
記
録
を
止

め
ず
名
残
に
城
址
が
残

っ
て
い

る
。

こ
の
様
に

一
連

の
城
址
は

貴
重
な
文
化
財

で
あ
る
か
ら
残

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

小

島

正

美

し
た
。
婦
人
会
は
協
力
の
立
場
で
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
ま
で

何
年
か
十
月
下
旬
に
、
公
民
館

は
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
展
示
、
発

表
会
を
開
催
し
、
続
い
て
十

一

月
に
区
と
公
民
館
合
同
で
敬
老

会
を
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

秋
の
取
入
れ
等
も
あ

っ
て
、
参

加
さ
れ
る
方
々
が
少
な
か

っ
た

こ
と
も
あ

っ
て
、
昨
年
か
ら
展

示
、
発
表
会
と
敬
老
会
を
併
せ

て
開
催
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

盛
大
に
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
本
当
に
良
か

っ
た
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
敬
老
会
に
招

待
い
た
し
ま
し
た
方
々
を
昨
年

と
今
年
を
比
較
し
て
み
ま
す
と
、

次
の
よ
う
で
す
。

′・ 1・・

申パ・・
跡
め
:ノく|、
く■_:・
ヽ

松
岡
本
城
は
今
か
ら
凡
六
五

〇
年
前
の
南
北
朝
時
代
（中
世
）

に
松
岡
氏
に
よ

っ
て
築
城
さ
れ

戦
国
時
代
に
は
何
回
か
修
復
さ

れ
防
備
を
か
た
め
た
城
と
い
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
城
の
規
模
や

構
造
の
記
録
は
な
い
の
で
現
在

の
城
址
か
ら
こ
れ
を
察
す
る
よ

り
外
に
道
は
な
い
（高
森
町
史
）

と
い
う
。
し
か
し
当
時
本
城
そ

の
他
の
城
を
築
い
た
松
岡
貞
景

と
そ
の

一
門
は
こ
の
地
で
大
き

な
勢
力
を
張

っ
て
い
た
こ
と
を

物
語

っ
て
い
る
。
松
岡
城
址
に

つ
い
て
は
地
元
の
方
々
は
何
回

か
見
学
さ
れ
、
こ
の
城
に
つ
い

て
話
を
し
、
ま
た
下
伊
那
史
や

高
森
町
史
な
ど
読
ま
れ
た
こ
と

と
思
う
。
松
岡
本
城
の
み
参
考

迄
に
城
址
図
を

つ
け
て
お
い
た
。

松
岡
城
関
係
の
特
徴
は
本
城

の
南
方
の
座
光
寺
か
ら
、
山
吹

の
北
方
大
島
境
ま
で
、
多
く
の

城
址
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
ほ
と
ん
ど
全
部
が
現
在
も
原

形
に
近
い
姿
で
残

っ
て
い
る
の

は
郡
内
で
は
勿
論
、
県
内
で
も

珍
ら
し
い
と
思
う
。
こ
れ
ら
の

城
址
は
竜
西
の
河
岸
段
丘
上
に

あ
る
の
で
、
城
の
立
地
上
の
見

地
か
ら
次
に
略
記
す
る
。

下
伊
那
は
天
竜
川
を
中
心
に

し
て
大
規
模
な
段
丘
地
形
が
あ

る
。
そ
の
成
因
な
ど
本
稿
と
関

係
が
な
い
の
で
述
べ
な
い
が
立

派
な
も
の
で
あ
る
。

「
下
伊
那

城
址

一
覧
」
（宮
下
操
、
伊
那

一

九
六
五
）
に
よ
る
と
孤
峯
ら
し

い
山
の
峯
や
段
丘
の
は
じ
は
必

ず
と
い
う
位
、
城
が
あ
っ
た
と
か

き
九
二
ケ
所
あ
げ
て
い
る
。
高

森
町
で
も
天
竜
川
か
ら
２
価
か

３
隔
は
な
れ
標
高
が
五
〇
〇

“

位
の
所
で
比
高
が
五
〇

れ
か
ら

八
〇

れ
の
急
傾
面
で
多
く
は
樹

木
に
覆
れ
た

一
連
の
大
規
模
な

段
丘

（萩
山
神
社
の
あ
る
）
が

あ
る
。
こ
の
段
丘
か
ら
は
東
に

伊
那
、
赤
石
の
雄
大
な
山
脈
を

望
み
、
眼
下
に
は
豊
饒
な
沖
積

低
地
に
対
し
段
丘
上
は
ゆ
る
や

か
な
斜
面
で
山
麓
の
扇
状
地
に

続
い
て
お
り
富
有
な
経
済
力
の

基
盤
と
な
る
原
野
が
広
が

っ
て

い
る
。
こ
の
段
丘
を
切
る
川
に
は
座

光
寺
、
上
郷
境
の
土
曽
川
、
南

大
島
川
、
境
沢
な
ど
は
大
河
の

:・ 1‐

松
団
城

驚
綺
、
■

■
“
　
・

エ
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■
，
′
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・
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ｆ
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会
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昭
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和
五
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年
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別
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五
七
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下
市
田
河
原
工
業
団
地

地

権

者

組

合

下
市
田
河
原
工
業
団
地
計
画

に
つ
い
て
は
、
町
報
た
か
も
り

そ
の
他
の
機
関
等
に
於
い
て
、

計
画
目
的
等
は
す
で
に
ご
承
知

の
通
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
私
達
直
接
団
地
予
定
地
に

耕
地
が
入
る
者
に
と

っ
て
は
、

重
大
な
関
心
事
で
あ
り
、
今
後

の
営
農
計
画
の
変
更
を
せ
ま
ら

れ
る
人
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。

町
の
計
画
が
お
い
お
い
進
む

中
で
、
将
来
共
に
よ
い
結
果
が

出
る
よ
う
に
と
、
下
市
田
出
身

の
農
業
委
員
の
方
々
の
お
ほ
ね

お
り
に
よ
り
、
地
権
者
組
合
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
不
祥
私
が

組
合
長
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
町
の
将
来
展
望
に
よ
る

工
業
団
地
計
画
と
、
直
接
影
響

を
受
け
る
地
権
者
と
の
諸
問
題

の
話
し
合
い
は
非
常
に
大
変
で
、

難
問
が
山
積
さ
れ
て
お
り
、
微

力
な
私
に
と

っ
て
は
荷
の
重
す

ぎ
る
役
目
で
は
あ
り
ま
す
が
、

地
権
者
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係

各
位
の
ご
協
力
を
得
て
、
役
目

が
全
う
で
き
ま
す
よ
う
格
段
の

ご
協
力
ご
指
導
の
ほ
ど
御
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
幸
い
立
派
な

十
二
名
の
委
員
の
皆
様
が
お
り

ま
す
の
で
、
良
く
相
談
し
て
、

林

将
来
に
悔
の
残
ら
な
い
方
向
を

見
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
権
者
組
合
の
現
状
は
、
九

月

一
日
に
地
権
者
数
七
十
名
、

耕
作
面
積
約
十
六
化
の
設
立
総

会
を
開
き
、
組
合
の
名
称
、
経

費
の
負
担
、
委
員
の
選
任
、
今

後
の
取
く
み
等
決
め
て
、
第
二

工
業
団
地
予
定
地
地
権
者
組
合

が
誕
生
し
ま
し
た
。

九
月
十
七
日
、
地
権
者
総
会

を
開
き
、
町
長
さ
ん
を
は
じ
め

工
業
団
地
推
進
役
員
を
お
願
い

し
、
町
の
考
え
方
又
現
状
の
説

明
会
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
主

な
内
容
は
、
日
町
と
し
て
工
業

団
地
計
画
は
最
重
点
事
項
と
し

て
取
組
ん
で
い
く
こ
と
。
国
買

収
単
価
二
八
、
○
○
○
円
／
坪

国
免
税
額
二
、
○
○
○
万
円
が

共
に
示
さ
れ
、
四

一
人
で
も
地

権
者
の
反
対
が
あ
れ
ば
工
業
団

地
は
で
き
な
い
こ
と
。
囲
今
後

の
方
針
と
し
て
地
権
者
の
同
意

が
得
ら
れ
れ
ば
六
十
年
六
月
～

七
月
に
着
工
し
た
い
こ
と
。
囚

全
面

一
度
に
着
工
す
る
の
で
は

な
く
何
期
か
に
分
け
て
工
事
を

行
う
こ
と
等
で
あ
り
ま
し
た
。

地
権
者
組
合
で
は
こ
の
説
明

会
を
も
と
に
、
部
落
毎
協
議
の

安

　
　

男

場
を
も
ち
、
地
権
者
各
人
の
意

見
を
聞
く
と
い
う
事
で
意
向
調

査
を
行
な
い
ま
し
た
。

今
後
町
と
の
話
し
合
い
の
場

が
も
た
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

（大
事
な
用
件
、
又
事
を
決
す

る
時
に
は
地
権
者
総
会
に
計
る

の
は
当
然
で
あ
り
ま
す
が
）
だ

い
た
い
の
地
権
者
各
人
の
意
向

が
確
認
で
き
た
の
で
、
町
と
の

話
し
合
い
の
基
と
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

問
題
点
は
次
の
通
り
で
す
。

①

一
等
農
地
の
下
市
田
河
原
十

六
化
を
工
業
団
地
に
転
用
し

て
、
町
の
農
業
振
興
又
農
業

の
位
置
付
を
ど
う
説
明
す
る

か

②
周
辺
農
地
に
対
し
て
悪
影
響

は
な
い
か
。

③
工
場
団
地
反
対

の
地
権
者
と

の
納
得
で
き
る
話
し
合

い
は

で
き
る
か
。

④
希
望
価
格
で
買
収
し
て
も
ら

え
る
か
。

⑤
希
望
す
る
所

へ
代
替
地
が
求

め
ら
れ
る
か
。

ハ

」
l

,ミミニト,/

地 権者組合 の経過
9月 1日 第 2回地権者組合総会
9月 17日  第 3回地権者組合総会

(町からの説明会)

9月 21日 組合役員会
9月 22日～ 9月 25日

部落別地権者協議
9月 26日～9月 30日

地権者意向調査

10月 3日 組合役員会 (意向調査集計)
10月 16日  組合役員会と町の開発小委員

会との協議

地 権 者 組 合 役 員

組合長  林  安男
副 ″  井駒三二人
副 ″  唐沢 哲男
役 員  富田 隆仁  上沼 由治

坂牧 康弘  原  昭夫
仲平  靖  佐々木陽一
柵田  頼  林   邁
井崎 琴人  上沼 義人
林  隆夫

′

昔
は
人
生
五
十
年
と
い
わ
れ

た
も
の
で
し
た
が
、
昨
今
は
急

速
に
進
む
高
齢
化
社
会
に
な
り

つ
つ
あ
り
、
人
生
八
十
年
時
代

が
到
来
す
る
の
で
は
と
思
う
わ

け
で
、
誠
に
お
目
出
度
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
す
が
、
反
し
て
病

因
も
昔
よ
り
新
し
い
不
治
病
も

増
え
て
来
て
い
ま
す
今
日
此
の

頃
で
も
あ
り
ま
す
。
先
日

（十

一
月
二
日
）
町
民
体
育
館
に
開

催
さ
れ
た
大
講
演
会
に
出
席
い

た
し
ま
し
た
。

講
師
は
厚
生
連
佐
久
病
院
々

長
若
月
先
生
で
あ
り
、
演
題
は

「
農
村
生
活
と
健
康
」
と
い
う

話
を
聴
き
ま
し
た
。
特
に
次
の

よ
う
な
ガ
ン
、
中
風
予
防
対
策

に
つ
い
て
注
意
を
す
る
よ
う
に

話
さ
れ
ま
し
た
。

ｏ
ガ
ン
の
予
防
対
策
１２
カ
条

１
　
偏
食
を
せ
ず
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
栄
養
を
と
る
。

２
　
同

一
食
品
を
く
り
返
し
て

は
と
ら
な
い
。

３
　
食
べ
過
ぎ
な
い
。

４
　
深
酒
を
し
な
い
。

５
　
喫
煙
を
少
な
く
す
る
。

６
　
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｃ
、

Ｅ
を
と
る
。
食
物
繊
維
を
と

る

。

７
　
塩
辛
い
も
の
を
多
量
に
食

べ
な
い
。
あ
ま
り
熱
い
も
の

は
食

べ
な
い
。

８
　
ひ
ど
く
焦
げ
た
も
の
は
食

べ
な
い
。

９
　
か
び
の
生
え
た
も
の
は
食

べ
な
い
。

１０
　
過
度
に
日
光
に
あ
た
ら
な

Ｈ
　
過
労
を
さ
け
る
。

１２
　
体
を
清
潔
に
す
る
。

高
齢
の
皆
様
、
く
れ
ぐ
れ
も

健
康
に
留
意
さ
れ
、
本
国
の
お

顔
で
来
年

の
敬
老
会
に
も
ご
出

席
く
だ
さ
る
こ
と
を
祈
念
い
た

し
ま
す
と
、
あ
い
さ

つ
を
し
て
、

盛
大
だ

っ
た
敬
老
会
を
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。

敬
老
会
よ
りノ

ンタ
レ
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参
道
を
登

っ
て
鉄
の
鳥
居
を

く
ぐ
る
と
、
正
面
の

一
段
高
い

と
こ
ろ
に
拝
殿
と
そ
の
後
ろ
に

八
幡
社
の
屋
根
、
あ
る
い
は
社

務
所
や
厠
の

一
部
分
、
ま
た
左

手
に
お
舞
屋
、
右
手
に
宝
蔵
庫
、

囃
子
屋
台
収
納
庫
な
ど
を
散
見

す
る
こ
と
が
で
き
、
更
に
石
段

を
登

っ
て
拝
殿
の
前
に
立

っ
と
、

拝
殿
の
柱
間
を
通
し
て
ま
た

一

段
高
い
と
こ
ろ
に
本
殿
や
荒
神

社
を
拝
む
こ
と
が
出
来
、
左
手

に
末
社
、
伊
勢
宮
と
続
い
て
い

る
の
が
見
え
る
。

以
上
が
萩
山
神
社
の
建
物
の

全
部
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
大

庭
の
森
の
中
に
あ
る
い
わ
ゆ
る

荒
神
さ
ま

（下
社
）
も
大
事
な

建
物
で
あ
る
が
今
回
は
省
い
て

お
く
。
こ
の
よ
う
な
建
物
が
広
大
な

境
内
に
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
処
を
得

て
配
置
さ
れ
て
い
て
周
囲
の
森

の
大
木
と
よ
く
調
和
し
て
、
い

か
に
も
神
域
ら
し
い
景
観
を
呈

し
て
い
る
こ
と
は
改
め
て
書
く

ま
で
も
な
い
。

こ
の
よ
う
な
建
物
が
い

つ
誰

れ
の
手
に
よ

っ
て
建
造
さ
れ
た

か
は
神
社

の
由
緒
録
に
譲
る
と

し
て
、
今
回
は
お
宮

で

一
番
大

切
な
本
殿
、
八
幡
社
、
荒
神
社

の
建
築
物
に

つ
い
て
調

べ
て
み

る
。こ
れ
ら
の
桐
に
ど
ん
な
神
様

を
お
杷
り
し
て
あ
る
か
は
前
回

に
書
い
た
の
で
省
く
。

こ
の
よ
う
な
社
の
建
築
物
は

そ
の
神
社
の
独
特
の
も
の
か
、

或
は
何
れ
か
の
社
の
流
れ
を
汲

ん
で
い
る
も
の
か
。

わ
れ
わ
れ
は
各
地
の
神
社
に

参
拝
し
て
、
多
く
の
由
緒
あ
る

お
宮
は
大
木
の
茂

っ
た
森
に
囲

ま
れ
て
如
何
に
も
神
の
鎮
座
ま

し
ま
す
処
と
い
っ
た
環
境
の
中

に
あ
り
自
ら
襟
を
正
さ
せ
る
の

で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
神
社

の
本
殿
そ
の
他
の
建
築
様
式
が

当
社
を
含
め
て

一
様
で
な
く
い

ろ
い
ろ
な
様
式
の
お
桐
で
あ
る

こ
と
に
気
付
く
。

大
昔
は
神
様
を
住
居
の
片
隅

に
お
杷
り
し
て
い
た
と
か
、
黒

木
で
掘
立
式
の
小
社
で
四
方
に

垣
を
巡
ら
し
て
神
様
を
杷
る
と

こ
ろ
と
し
て
い
た
と
か
推
定
し

て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
よ
う

な
大
古
の
こ
と
は
暫
く
措
く
と

し
て
、
神
社
建
築
様
式
の
最
も

古
い
も
の
は
、

神
明
造

（伊
勢
神
宮
）

大
社
造

（出
雲
大
社
）

住
吉
造

（住
吉
神
社
）

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

三
社
の
形
式
が
さ
ら
に
進
ん
で

交

通
安
全

区
民

集
会

に

つ
い

て

伊  谷  唯  介

中央 本殿、右 八幡社、左 荒神社

平
安
初
期
に
は
次

の
四
形
式
が

完
成
し
た
と
延
喜
式
に
あ
り
、

こ
の
頃
に
は
全
国
の
神
社
数
三

千
余
座
と
影
し
い
数
に
な

っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

迷
て
、
こ
の
四
形
式
と
は
、

熟
一副
造

（春
日
大
社
）

漏
れ
造
（加
茂
神
社
）

た
雌
造
（醜
清
水
藤
岬
ご
）

印
吉ぇ
造
（帥
メ軋神
社
）

で
あ
る
。

前
記
の
よ
う
な
各
地
に
あ
る

神
社
も
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
の
形

式
の
流
れ
を
汲
ん
で
建
築
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

わ
が
萩
山
神
社
の
本
殿
、
八
幡

社
、
荒
神
社
は
右
記
の
二
番
目

の

「
流
れ
造
」
―
京
都
の
加
茂

神
社
―
の
形
式
を
踏
襲
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
因
に
全
国
の
神

社
の
八
割
は
こ
の
形
式
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
日
本
建
築
で
屋
根
の

構
造
を
動

菱

。
舗
確

・
パ
邸
酢

と
三
種
に
分
け
る
が
、

「
流
れ

造
」
は
切
妻
の
種
類
で
、
普
通

の
切
妻
形
式
の
屋
根
な
ら
棟
か

ら
両
方
へ
同
じ
長
さ
に
な

っ
て

い
る
の
に

「
流
れ
造
」
で
は
片

方
の
軒
―
前
面
に
な
る
側
―
の

軒
を
長
く
延
し
て
、
階
段
が
雨

な
ど
で
濡
れ
な
い
よ
う
に
し
て

あ
る
屋
根
で
あ
り
、
従

っ
て
屋

根
の
前
側
と
後
側
と
は
長
さ
が

違
う
。
当
社
の
本
殿
そ
の
他
を

横
か
ら
見
る
と
こ
の
事
が
よ
く

わ
か
る
。

ま
た
、
当
社
の
本
殿
そ
の
他

の
正
面
に
は
柱
が

一
本
も
な
く

一
間

（
ひ
と
ま
）
に
ま

っ
て
い

る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
造
り
を

「
一
間
社
」
と
言
う
。
従

っ
て
、

萩
山
神
社
の
本
殿
、
八
幡
社
、

荒
神
社
の
造
り
を
正
し
く
は

「
一

間
社
流
れ
造
」
と
言
う
。

下
市
田
区
で
は
交
通
事
故
、

違
反
の
０
を
め
ざ
し
て
八
月
二

十
六
日
に
下
市
田
公
民
館
で
交

通
安
全
区
民
集
会
を
開
き
ま
し

た
。
今
回
は
二
部
制
に
し
て
、

午
前
中
は
老
人
と
小
中
学
生
に

出
席
し
て
も
ら
い
、
山
吹
駐
在

所
の
駐
在
さ
ん
か
ら
交
通
弱
者

む
け
の
法
規
の
講
演
を
お
ね
が

い
し
、
そ
の
あ
と
で
公
民
館
の

駐
車
場
で
、
自
動
車
と
人
形
を

使

っ
て
ダ
ミ
ー
実
験
を
し
て
、

事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
実
際
に
み

て
も
ら
い
ま
し
た
。
午
後
は
六

時
半
か
ら
開
か
れ
、
区
長
、
町

長
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て

安

協

　

　

小

小
学
生
の
原
京
子
さ
ん
が
交
通

遺
児
作
文
集
の
、
天
国
に
い
る

お
と
う
さ
ま
、
と
い
う
詩
の
朗

読
が
上
手
に
さ
れ
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。
続
い
て
小
中
学
生
、

婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
指
導

員
の
方
々
か
ら
、
意
見
発
表
、

体
験
発
表
が
力
強
く
さ
れ
ま
し

た
。
法
規
講
演
会
は
市
田
駐
在

所
の
清
水
部
長
さ
ん
か
ら
最
近

発
生
し
た
事
故
を
中
心
に
わ
か

り
や
す
く
講
演
さ
れ
人
事
で
は

な
い
こ
と
を
出
席
さ
れ
た
方
は

感
じ
た
と
思
い
ま
し
た
。
最
後

に
、
下
市
田
区
民
は
何
も
の
に

も
か
え
が
た
い
尊
い
人
命
や
、

池

　

　

義

　

　

人

明
る
く
楽
し
い
家
庭
を
守
る
た

め
区
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
交
通

安
全
運
動
を
力
強
く
推
進
し
交

通
事
故
の
な
い
明
る
い
、
住
み

よ
い
下
市
田
区
と
し
た
い
と
、

交
通
安
全
の
誓
が
採
択
さ
れ
、

盛
大
に
区
民
集
会
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

ヽ

ノ
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上
洞
常
会

の
慰
安
旅
行

四
区
　
林

昔
か
ら
、
酒
を
飲
む
事
だ
け

は
自
慢
の
常
会
で
、
十
軒
で
、

十
升
は
下
ら
な
か

っ
た
が
先
輩

の
口
ぐ
せ
で
、
お
陰
様
で
、
本

国
も
無
事
、
伝
統
が
果
せ
た
模

雑

　

感

一
区
　
北
沢
　
富
夫

三
六
災
害
の
復
興
も
す

ヽ
ん

で
、
町
中
が
お
ち

つ
き
を
取
り

も
ど
し
、
重
機
の
音
も
静
ま

っ

た
二
十
九
年
の
こ
と
。

時
の
町
長
塩
沢
さ
ん
が
、
議

会
の
席
で
、

「
こ
の
大
災
害
の

復
興
を
、
後
世
に
伝
え
る
た
め

に
記
念
碑
を
建
て
た
い
。
そ
の

石
は
田
沢
川
の
上
流
に
み
つ
け

て
あ
り
、
題
字
や
碑
文
を
き
め

て
、
業
者
に
渡
し
た
い
」
旨
相

談
が
あ

っ
た
。
議
員
は
異
議
な

く
、
町
長
自
身
が
書
い
て
は
ど

う
か
の
意
見
も
あ

っ
た
。

何
ヶ
月
か
過
ぎ
、
旧
役
場
の

庭
の
東
側
の
隅
に
、
大
き
な
台

石
が
置
か
れ
て
、
少
し
前
か
ゞ

み
な
が
ら
堂
々
と
し
た
碑
が
の

っ
て
出
来
上

っ
た
。

除
幕
式
は
三
十
九
年
十

一
月

二
十
五
日
で
あ
り
、
復
興
祭
と

併
せ
て
行
わ
れ
た
。
さ
て
除
幕

式
の
当
日
、
そ
の
碑
の
前
で
、

大
勢
の
人
達
と
、
幕
の
切

っ
て

落
ち
る
の
を
今
か
今
か
と
見
守

っ
た
。

様
で
あ
る
。
下
市
田
の
南
は
ず

れ
に
灯
が
見
え
て
、
明
日
も
天

気
は
良
さ
そ
う
だ
。
御
苦
労
様

で
し
た
。

パ
ッ
と
幕
が
落
ち
、　
ハ
ッ
と

驚
い
た
。
高
い
空
間
に
、
見
事

に
描
き
出
さ
れ
た
蒙
書
の

「復

興
記
念
」
と
い
う
造
形
文
字
が
、

輝
く
よ
う
に
目
に
入

っ
た
か
ら

で
あ
る
。

私
は
残
念
な
が
ら
字
を
習
う

機
会
が
な
く
て
、
そ
の
よ
し
あ

し
は
何
を
も

っ
て
計
る
べ
き
か

よ
く
わ
か
ら
な
い
。
然
し
、
字

が
こ
ん
な
に
巧
み
に
美
し
く
書

き
表
わ
さ
れ
て
、
人
の
心
を
捕

え
る
も
の
と
は

つ
い
知
ら
な
か

っ
た
。
以
来
、
落
款
の
な
い
あ
の
題

字
は
誰
れ
が
書
い
た
も
の
か
知

り
た
く
て
、
何
人
も
の
人
に
機

会
あ
る
ご
と
に
聞
い
た
が
、　
つ

い
教
え
て
く
れ
る
人
は
な
か

っ

た
。
そ
し
て
十
六
、
七
年
が
過

ぎ
た
。
あ
る
日
、

「
隣
の
古
老
」
と

雑
談
し

て
い
て
、　
字
の
話
か

ら
復
興
碑

の
話

に
な

っ
た
と

き
、
実
は
、
そ
の
書
の
経
過
を

知

っ
て
い
る
の
は
、

「
町
長
さ

ん
と
、
私
以
外
い
な
い
の
だ
」

と
次
の
よ
う
に
話
し
て
く
れ
た
。

当
時
町
長
さ
ん
が
、
古
老
宅

を
訪
問
し
、

「
記
念
碑
建
立
に

つ
き
、
貴
方
に
題
字
を
書
い
て

ほ
し
い
」
と
紙
を
持
参
で
依
頼

さ
れ
た
。
然
し
古
老
は
、

「私

ご
と
き
が
」
と
、
堅
く
断
り
、

そ
の
道
の
書
家
で
あ
る
、
松
本

在
住
の
、

「
秋
山
錦
城
」
と
い

う
人
に
足
を
運
び
出
来
上

っ
た

も
の
を
町
に
と
ゞ
け
た
と
い
・■

な
お
錦
城
と
は
、
明
治
年
代
に

信
州
の
代
表
的
な
書
家
で
あ

っ

た

「秋
山
自
巌
」
の
嫡
子
で
あ

り
、
又
そ
の
自
巌
こ
そ
、
隣
り

友
人
か
ら
聞

い
た

健

　

康

　

法

松
川
町
に
住
む
六
十
才
代
は

じ
め
の
友
人
は

「
私
は
疲
れ
を

知
ら
な
い
」
と
い
い
ま
す
。
そ

の
秘
訣
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
次

の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

さ
る
の
こ
し
か
け

了
‥
‥
，

そ
ろ
ば
ん
草
　
　
｝
痘
予
臥

げ
ん
の
し
ょ
う
こ
ど
‥
―

ど
く
だ
み
　
　
　
｝
健
に目

は
と
む
ぎ
　
　
　
美
容
　
に

以
上
の
も
の
を
適
当
に
入
れ
、

行
平
鍋
で
煎
じ
、
三
分
の
二
位

ま
で
煎
じ
た
ら
、
上
瓶
に
移
し

毎
朝
か
空
腹
の
時
に
飲
む
。

牛
乳
を

一
合
の
中
に
蜂
密
茶

さ
じ

一
杯
入
れ
て
毎
朝
飲
む
。

こ
れ
ら
の
も
の
を
飲
む
よ
う

の
古
老
の
若
い
時
の
書
の
師
で

あ

っ
た
と
知

っ
た
の
は
、　
つ
い

最
近
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

今
改
め
て
、
歴
史
資
料
館
の

庭
の
片
隅
に
、
秋
の
風
雨
に
さ

ら
さ
れ
、
赤
黒
く
サ
ビ
た
復
興

記
念
碑
を
眺
め
る
と
き
、
字
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

に
書
を
能
く
す
る
人
は
、

「
書

く
」
と
い
う
こ
と
を
大
切
に
し

て
極
め
て
慎
重
で
、
謙
虚
な
も

の
だ
と
感
じ
入

っ
た
。

に
な

っ
て
か
ら
、
病
気
、
疲
れ

を
知
ら
な
く
な

っ
た
そ
う
で
す
。

ど
う
ぞ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

私
は
、
に
ん
に
く
を
酢
じ

ょ

う
油
に
漬
け
て
お
き
、

そ
れ
を

常
時
食
事
の
時
に
食

べ
て
、
私

の
健
康
法

の

一
つ
に
し
て
い
ま

す
。
ご
参
考
ま
で
に
な
さ

っ
て

く
だ
さ
い
。（五
区
　
伊
藤
晴
子
）

九
月
十
六
日
は
、
四
区
上
洞

常
会
の
秋
の
慰
安
旅
行
で
あ

っ

た
。
目
的
地
は
信
州
の
鎌
倉
、

別
所
温
泉
。
秋
の
み
の
り
も
、

一
〇
〇
年
来
の
夏
の
暑
さ
と
、

好
天
に
恵
ま
れ
、
豊
年
万
作
。

黄
金
の
波
が
う
ち
続
い
て
い
た

が
、
二
日
前
に
起
き
た
、
木
曽

大
滝
村
の
大
地
震
は
、
被
害
の

状
況
が
わ
か
る
に
つ
れ
て
、
あ

ら
た
め
て
地
震
の
お
そ
ろ
し
さ

を
認
識
さ
せ
て
い
た
。

当
朝
は
、
苦
千
の
湿
り
空
で

は
あ

っ
た
が
、
林
自
動
車
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
は
快
調
で
、
そ
れ

以
上
に
快
調
な
の
が
、
ぎ
ゅ
う

ぎ
ゅ
う
に
詰
込
ま
れ
た
、
お
客

稔

様
達
。
ま
ず
割
り
当
て
ら
れ
た

ワ
ン
カ

ッ
プ
か
ら
始
ま
る
が
、

酒
に
焼
酎
、

ウ
イ
ス
キ
ー
と
、

次
々
回

っ
て
く
る
か
ら
、
や
や

っ
こ
し
く
な
る
。
下
市
田
の
中

で
最
も
品
行
方
正
な
常
会

で
あ

る
か
ら
、
上
品
な
唄
が
始
ま

っ

た
ら
、
止
ま
ら
な
い
、
や
め
ら

れ
な

い
。
飲
ん
で
り

ゃ
下

へ
も

出
た
く
な
る
。
生
理
に
ま
か
せ

り

ゃ
、
街

の
真
中
こ
わ
く
な
い
。

ど
う
に
か
こ
う
に
か
、
宿
屋

ヘ

着
け
ば
、
カ
ラ
オ
ケ
付
き

の
豪

華
な
お
膳
。
風
呂
か
ら
上

っ
て
、

さ
あ
こ
れ
か
ら
が
本
番
と
、
女

中
さ
ん
に
も
か
ま
わ
ず
、
持
参

の
マ
ホ
ー
ビ
ン
が
、
お
出
ま
し
と

，　
な
る
。
そ
ん
な
も
ん
じ

ゃ

ど

っ
ち
み
ち
足
り
な
く
て
、

早
く
早
く
と
当
番
は
、
帳

場

へ
催
促
す
る
に
忙
し
い
。

函
館
山
か
ら
薩
摩
の
女

ま
で
、
さ
す
が
に
唄
い
つ

か
れ
て
、

「
よ
か

っ
た
」

「
よ
か

っ
た
」
と
、
立
ち

上
っ
て
見
た
も
の
の
、
「
お

土
産
く
れ
え
は
、
買

っ
て

か
に
ゃ
」
と
女
衆
も
忙
し

い
。
北
向
観
音
と
、
何
と

か
寺
は
、
ち
ゃ
あ
ん
と
見

て
、
帰
り
は
援
ら
れ
り
ゃ

ね
む
く
な
る
。
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中
学
校
生
活
を

振
り
返

っ
て

早
い
も
の
で
、
も
う
３
年
た

っ
て
し
ま

っ
た
。
短
か

っ
た
よ

う
な
気
も
す
る
が
、
思
い
出
は

い
く
ら
で
も
あ
る
。
と
に
か
く
、

楽
し
い
３
年
間
だ

っ
た
。

そ
の
内
で
も
、
何
が

一
番
楽

し
か

っ
た
か
、
と
い
う
と
、
や

は
り
友
達
と
過
ご
し
て
き
た
こ

と
だ
ろ
う
。
ク
ラ
ス
の
友
達
か

ら
、
部
活
、
委
員
会
な
ど
ま
で
、

沢
山
の
友
達
を
持

っ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
い
ろ
ん
な
友
達
と
、

雑
談
し
て
笑

っ
た
り
、　
一
緒
に

小
学
校
に
入
学
と
同
時
に
、

飯
田
市

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
剣

道
部
に
入
り
ま
し
た
。
練
習
は

思
っ
た
よ
り
厳
し
く
て
、
い
や

に
な
る
事
が
た
び
た
び
あ
り
ま

し
た
。
最
初
の
二
年
間
は
、
面

打
ち
、
小
手
面
な
ど
基
本
練
習

が
中
心
で
し
た
。
三
年
生
に
な

る
と
、
技
を
習

っ
た
り
先
生
に

か
か

っ
て
行
き
ま
し
た
。
先
生

に
か
か

っ
て
行

っ
て
、
抜
け
る

の
が
お
そ
い
と
、
お
し
倒
さ
れ

る
事
も
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
あ

り
ま
し
た
。
苦
し
い
事
や
い
や

な
事
が
あ
る
と
、
次
の
練
習
日

は
行
く
の
が
い
や
に
な

っ
て
し

ま
い
、
休
ん
だ
事
も
何
回
か
あ

り
ま
し
た
。

で
も
練
習
の
た
び
に
、
忍
耐
、

遊
ん
だ
り
、
勉
強
し
た
り
、　
一

生
懸
命
仕
事
を
し
た
り
し
て
き

た
。
嫌
だ

っ
た
こ
と
、
悲
し
か

っ

た
こ
と
な
ど
も
当
然
数
多
く
あ

っ
た
が
、
今
思
う
と
そ
れ
は
そ

れ
な
り
に
自
分
に
プ
ラ
ス
に
な

っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

そ
れ
か
ら
、
友
達

の
こ
と
と

も
関
連
す
る
が
、
委
員
会
、
ク
ラ

ブ
等
々
の
こ
と
も
、
な
か
な
か

楽
し
か

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
苦
し

か

っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
け
れ
ど
、

委
員
会
な
ど
、
満
足
感

の
よ
う

残
心
、
気
剣
体
、
気
、
機
先
、

真
、
間
な
ど
と
言
う
言
葉
と
そ

の
意
味
を
、
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
ど
れ
も
剣
道
に
関
係
の
あ

る
言
葉
で
す
が
、
そ
ん
な
中
で

ぼ
く
が
好
き
で
大
切
に
し
て
い

る
言
葉
は

「
忍
耐
」
と
言
う
言

ぼ

く

の

宝

葉
で
す
。
辞
書
に
は

「
が
ま
ん

す
る
事
、
し
ん
ぼ
う
」
と
書
い

て
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
の
ぼ
く

に
は
、
こ
の
事
が

一
番
出
来
な

か

っ
た
事
で
す
。
先
生
に
こ
の

言
葉
を
、
教
え
て
も
ら

っ
て
か

ら
は
、
真
冬
の
寒
い
夜
な
ど
の

練
習
は
、
手
足
の
感
覚
を
失

っ

な
も

の
が
あ

っ
た
。

ま
た
ま
だ
い
ろ
ん
な
思
い
出

が
あ
り
、
挙
げ
て
い
け
ば
き
り

が
な
い
。
そ
れ
で
、

こ
の
辺
り

で
終
わ
り
に
し
た
い
。
全
体
に

は
、
初
め
に
も
書
い
た
よ
う
に

楽
し
い
３
年
間
だ

っ
た
。

こ
れ
か
ら
先
も
、
中
学

の
３

年
間
の
様
に
楽
し
く
や

っ
て
い

き
た
い
。（四
区
　
木
村
　
博
昭
）

て
し
ま
う
事
も
あ
り
ま
し
た
が

「
忍
耐
」
と
言
う
言
葉
を
思
い

出
し
、
歯
を
く
い
し
ば
り
が
ん

ば

っ
て
、
続
け
て
来
ま
し
た
。

県
内
や
県
外
の
大
会
に
何
回
か
、

選
手
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

今
の
世
の
中
は
、
お
金
さ
え

出
せ
ば
い
く
ら
で
も
好
き
な
物

を
、
買
う
事
が
出
来
ま
す
。
け

れ
ど
も
、
お
金
で
は
買
う
事
の

出
来
な
い

「
忍
耐
」
と
言
う
事

を
、
剣
道
か
ら
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
言
葉
を
大

切
に
し
て
、
苦
し
い
時
こ
そ
思

い
出
し
、
い
つ
ま
で
も
ぼ
く
の

宝
物
と
し
て
、
大
切
に
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（三
区
　
福
島
　
　
徹
）

新
学
期

に
む
け

て

南
小

へ
入
学
し
て
か
ら
、
も

う
三
年
間
が
終
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
。
今
ま
で
に
楽
し
か

っ
た

事
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
。
遠
足
、

運
動
会
、
音
楽
会
、
夏
祭
り
な

ど
…
…
…
　
悲
し
か

っ
た
事
も

あ

っ
た
。
そ
れ
は
水
泳
、
水
泳

大
会
の
時
、
ち
ょ
っ
と
し
か
で

き
ず
、
み
ん
な
は
ス
イ
ス
イ
進

ん
で
行
く
の
に
、
僕ヽ
は
た

っ
た

の
三
～
四

“
だ
け
。
で
き
る
み

ん
な
が
う
ら
や
ま
し
か

つ
た
。

四
月
か
ら
は
四
年
生

ヘ
ス
タ
ー

ト
。
今
度
は
組
が
え
が
あ
る
の

で
、
友
達
の
事
、
先
生
の
事
な

ど
、
心
配
で
す
。
な
ん
で
組
が

え
を
す
る
の
か
な
あ

っ
て
、
ぼ

く
は
ふ
し
ぎ
で
す
。

新
し
い
友
達
と
も
仲
良
く
し

た
い
。
忘
れ
物
を
し
な
い
。
あ

い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に
。
小

さ
い
人
に
親
せ
つ
に
し
た
い
で

す
。

（五
区
　
小
林
　
　
功
）

私
が
中
学
生
に
な

っ
て
か
ら
、

も
う

一
年
に
な
る
。
入
学
し
た

時
は
、
小
学
校
の
校
舎
が
新
し

か

っ
た
せ
い
か
、
な
か
な
か
慣

れ
ず
落
着
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
に
言
葉
使
い
も
し

っ
か
り

し
て
い
て
難
し
く
、
び

っ
く
り

し
ま
し
た
。
勉
強
も
行
事
も
小

学
校
の
時
と
は
違
い
、
急
に
違

う
世
界

へ
来
た
よ
う
で
し
た
。

拍
手
で
、
体
育
館

へ
迎
え
ら
れ

た
時
は
、
も
う

一
年
前
な
の
で

す
。
そ
う
し
て
も
う
、
卒
業
式
じ

今
の
三
年
生
に
は
、
中
学
に
来

て

一
年
間
し
か
出
会
え

な
か

っ
た
け
れ
ど
、
色

々
な
事
に
先
に
立

っ
て

活
躍
し
、
私
達
に
、
色

々
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

中
学
で
は
、
先
生
よ
り
、

二
年
生
が
先
に
立

っ
て

や
っ
て
く
れ
ま
す
。
勉
強
も
し
、

ス
ポ
ー
ツ
も
し
、
生
徒
会
の
先

に
も
立

っ
て
、
三
年
生
を
見
て

き
て
、
中
学
生
時
代
は
、
た
い

へ
ん
だ
と
思

っ
た
。
よ
く
大
人

の
人
で
も
、
中
学
生
時
代
が

一

番
楽
し
か

っ
た
と
い
う
。　
一
番

み
ん
な
が
み
ん
な
、と
け
合
っ
て

い
る
時
だ
か
ら
だ
と
思
う
。
三

年
生
に
は
、
大
き
な
拍
手
と
感

謝
の
気
持
ち
で
送
り
た
い
。

（
一
区
　
甕
　
　
恵
美
）

区
報
も
好
評
の
内
に
、
第
二

号
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
原
稿
を
依
頼
し
ま
し
た

方
々
に
は
厚
く
お
礼
を
申
し
あ

げ
ま
す
。

本
年
は
正
月
以
降
稀
に
み
る

寒
さ
と
大
雪
に
あ

っ
て
、
こ
れ

は
悪
い
年
に
な
り
そ
う
な
予
感

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
ま
た

夏
の
暑
さ
が
近
年
に
な
い
高
温

続
き
で
、
こ
れ
も
心
配
の
種
で

し
た
。
但
し
萩
山
神
社
の
ご
加

護
に
よ
り
、
総
て
の
農
作
物
が

豊
か
で
あ
り
、
良
い
年
で
あ

っ

た
こ
と
を
感
謝
す
る
わ
け
で
、

農
業
が
良
け
れ
ば
商
業
、
工
業

も
発
展
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ど

う
か
こ
の
豊
作
が
貧
乏
で
な
い

よ
う
に
祈
る
と
と
も
に
、
明
る

く
健
康
で
良
い
年
取
り
が
出
来
、

ま
た
輝
や
か
し
い
正
月
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。
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